
生ごみ減量対策の進捗状況について 

１．生ごみ減量対策事業の実施状況 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業の改善(平成 24 年度～) 
 （１）生ごみ減量運動推進事業 

  ・「生ごみ水切り運動推進事業」から名称変更し、水切りだけでなく、様々な生ごみ減量方法を紹介するよ

う拡充。市民一人一人が自分に合った方法で生ごみ減量に取り組んでもらう。 
 （２）乾燥生ごみ拠点回収事業 

  ・回収拠点を清掃センター等から区役所等に変更するとともに 7ヶ所から 11 ヶ所に拡充。 

  ・景品をエコグッズ、花・野菜の種から新潟市共通商品券に変更。 

 

３．主な実績 
（１）生ごみ減量運動推進事業 

 

（２）乾燥生ごみ拠点回収事業   

  乾燥生ごみ回収量（kg） 

 

 

（３）地域における生ごみ堆肥化活動支援事業（亀田モデル） 
年度  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

24 年 生ごみ回収量(kg) 9.5 44.6 57.9 125.5 91.3 64 95.3 103.6 130.4 123.9 98.8 111.8 1056.6

会員数(人) 23 28 40 42 45 45 45 46 48 48 48 48 

25 年 生ごみ回収量(kg) 84.7 102.2 94.1    281.0

会員数(人) 48 50 51    

（４）学校給食残さの堆肥化・飼料化 

 ●学校給食残さ堆肥化量（t）         ●学校給食残さ飼料化量（t） 

 22 年度 23 年度 24 年度 

    493 450 451

 

23 年度 生ごみ水切りモニター数：124 名 

 

24 年度 

生ごみ水切り講座参加者数：133 名（２回） 

生ごみ堆肥化講座参加者数：54 名（２回） 

エコクッキング講座参加者数：102 名（３回） 計 289 名 

25 年度 

（7月末時点） 

生ごみ水切り講座参加者数：親子 10 組 22 名 

生ごみ堆肥化講座参加者数：32 名  計 54 名 

23 年度 715.2 H23.6 回収開始 

24 年度 3,485.6 H24.6 再編 

25 年度 930.6 （6 月末時点） 

24 年度(6 月～3月） 25 年度（4月～6月）

61.8 16.3

22年度 23 年度 24年度

家庭系生ごみ減量化対策事業 （堆肥化容器減額販売（H25～購入補助）、電動生ごみ処理機購入補助） 

学校給食残さ等再生処理事業 （学校給食残さの堆肥化）

生ごみ減量運動推進事業 
・生ごみ水切り講座

・生ごみ堆肥化講座
・エコクッキング講座
・まんがパンフレット作成・配布 

生ごみ水切り運動推進事業

（水切り用具の普及推進）

学校給食残さ飼料化事業
（学校給食残さの飼料化）

乾燥生ごみ拠点回収事業
・電動生ごみ処理機で乾燥させた生ごみを拠点で回収し堆肥化。
・市民が持ち込む動機付けとしてポイント制により商品券を提供。

地域における生ごみ堆肥化活動 

将来的に多くの地域において生ごみ堆肥

化活動を行ってもらうことを目指し、現在は 
亀田地区の直売所でモデル事業を実施。 
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